
弓
膏
森
県
史
資
料
編
中
世
3
安
藤
氏
・
津
軽
氏
関
係
資
料
』

大
石

直
正

本
欝
は
、

一
一
月
発
行
の
吋
資
料
縞

南
部
氏
関
係
資
料
』

1 

に
つ
づ
く
、

し
て
は
こ
冊
目
の
中
世
史
料
集
で
あ
る
。
先
ず
は
目
次
に

よ
っ
て
そ

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

第

I
部

東
北
大
学
付
属
問
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料

第

E
部

安
藤
(
安
東
て
秋
田
氏
関
係
資
料

第
田
部

津
軽
氏
・
浪
岡
北
畠
氏
関
係
資
料

第
W
部

北
輿
欝
保
寺
社
所
蔵
資
料

A
四
版
七
六
五
一
員
。
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
は
七
五
九
点
で
島
る
。
吉
川
弘
文
館

。〉

よ
り
は
小
さ
い
が
、
一
千
凡
社
の
『
日
本
麓
史
地
名
大
系
』
や
小

学
館
の
明
日
本
国
務
大
紳
典
恥
の
よ
う
な
大
型
の

の
大
き
さ
で
あ
る
。

樟
鞄
安
藤
氏
の
子
孫
で
あ
る
近
散
大
名
駄
出
家
に
伝
え
ら
れ
、
現
在

館
胸
囲
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
欝
・
系
問
、
そ
れ
に
荷
名
な

「
十
三
湊
新
城
記
」

お
よ
び
「
鷹
銅
秘
事
集
」
と
題
さ
れ
た
書
物
か
ら
な
る
。
文
番

の
中
で
も
っ
と
も
古
い
の
は

天
正
五
年
(
一
五
七

と
推
定
さ
れ
る
織
間
信
長

で
あ
る
。
宛
所
は
欠
け
て
い
る
が
、
秩
密
愛
季
と
推
定
さ
れ
、
す
で
に
棒

都
粧
品
ゼ
離
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
の
津
軽
安
藤
氏
時
代
の
文
書
は
一
通
も

い
。
ま
た
天
正
十
八
年
(
一
五
九

O
)
i慶
長
七
年
(
一
六

O
二
)

の
文

議
ニ
一
一

叫
資
料
綱
近
世

I
h
に
収
銀
さ
れ
て
い
て
、
本
書
に
収
録
さ
れ
て

い
る
の
試
そ
の
残
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
史
料

一一

O
五
点
を
数
え
、
本
書

ぴ〉

中
で

の
史
料
群
で
あ
る
。

て
は
初
代
の

出
実
季
の
、
一
世
文
の
骨
一
一
同
状
が
か
な
り

る
。
近
世
大
名
秋
田
氏
の

の
実
挙
が
、
家
の
系
譜
の
探
究
に
異
常
と

も
い
え
る
よ
う
な
情
熱
を
燃
や
し
て
い
た
こ
と

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
書

し
て
そ
の
こ
と
に
関
わ
る
。
本
書
取
録
の
秋
田
家
文
書
は
近
世
拐
頭
か
ら

っ
た
中
世
安
藤
氏
・
秋
出
氏
関
孫
文
章
一
回
と
で
も
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
I
部
の
特
色
は
、
秋
田
家
文
書
中
に
存
在
す
る
展
翰
・
公
家
消
患
・

の
蒐
集
品
九
五
点
を
挟
鈍
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
秋
田
氏
の

し

て
の
地
位
を
飾
る
た
め
に
、

つ
め
ち
れ
た
も
の
で
、

ぴ〉

間
家
の
家
の
牒
史
に
間
部
す
る
も
の
で
は
な
い
。
中
世
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
家
の
璽
史
を
語
る
文
書
を
、

っ
て
い
な
い
秋
田
氏
に
と
っ
て
は
、
と
れ
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ち
の

「
名
品
」

の
蒐
集
は
、
単
な
る
骨
董
趣
味
と
は
い
え
な
い
、
家
の
系
議
に
つ
、

て
の
異
常
な
関
心
と
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
来
る
、
切
実
な
要
請
に
基
づ
く
行
為
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が

そ
れ
ほ
ど
の
重

し
て
し
ま
え
ば
、

み
は
な
い
の
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
ん
な
議
論
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
日
部
は
安
藤
(
安
東
了
秋
田
氏
関
係
資
料
と
題
さ
れ

一
、
ニ
、
一
六
の
一
一
一
章

か
ら
な
る
。
解
組
合
合
め
て
三
一
七
一
員
。
本
書
の
中
で
は
も
っ
と
も
一
員
数
も
多
く
、

中
心
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

一
撃
は
安
藤
〈
安
東
)
民
・
秋
部
氏
の

一
一
旗
お
よ
び
家
庄
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
史
料
で
、
吋
八
戸
榛
文
堂
一
一
闘
い

出
湊
文
書
」
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
な
ど
の
、
こ
れ
ま
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
文

書
群
の
他
に
、
わ
ず
か
一
点
の

々
貴
文
書
」
に
い
た
る
ま
で
の
文
書
が

所
蔵
者
別
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
「
八
戸
湊
文
書
」

出
湊
文
書
」

は
、
戦
国
期
の
安
藤
(
秋
田
)
氏
へ



の
最
上
・
土
佐
林
・
大
宝
寺
・
越
後
上
杉
・
朝
倉
氏
、
さ
ら
に
は
細
川
氏
な
ど
か
ら

の
来
信
が
主
た
る
も
の
で
、
主
家
の
秋
田
家
の
戦
国
期
の
文
書
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
現
在
、

た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
戦
国
期
の
秋
田
氏
が
そ
の
中
に
い
た
政

治
世
界
の
広
が
り
が
見
え
、
古
文
書
と
し
て
の
見
応
え
も
あ
る
。

第
二
章
は
寺
社
に
伝
え
ら
れ
た
安
藤
氏
・
秋
田
氏
の
関
係
史
料
で
、

1
.
著
名
な

「
諏
訪
大
明
神
画
詞
」
や
、

2
.
安
藤
氏
が
外
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
若
狭
小
浜
の
羽
賀
寺
の
文
書
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

「
諏
訪
大
明
神

画
詞
」

は
鎌
倉
時
代
末
の
い
わ
ゆ
る
安
藤
氏
の
乱
の
記
事
だ
け
の
抄
録
。
こ
れ
に
対

し
て

「
羽
賀
寺
文
書
」

は
、
「
奥
州
十
三
湊
日
本
将
軍
安
倍
康
季
」
に
よ
る
修
造
の

事
実
を
記
す
「
羽
賀
寺
縁
起
」

四
点
を
は
じ
め
、
九

O
点
の
文
書
を
収
載
す
る
。

し

か
し
そ
の
う
ち
の
戦
国
期
の
文
書
は
羽
賀
寺
自
身
の
関
係
文
書
で
あ
っ
て
、
直
接
、

安
藤
氏
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。

一
方
、

近
世
初
期
の
文
書
は
秋
田
実
季
を
は

じ
め
と
す
る
大
名
秋
田
氏
の
書
状
で
あ
る
。

と
の
他
に
こ
の
章
に
収
め
ら
れ
て
い
る
史
料
は
、

3
.
安
藤
(
秋
田
)
氏
に
し
た

が
っ
て
櫓
山
か
ら
三
春
に
移
っ
て
き
た
真
照
寺
に
伝
え
ら
れ
た
聖
経
類
、

4
.
高
野

山
金
剛
院
の

5
小
浜
市
の
本
境
寺
文
書
七
通
、

6
.

広
島

秋
田
家
過
去
帳
」

県
安
芸
津
町
の
浄
福
寺
に
伝
わ
る
大
般
若
経
巻
三
九
九
の
奥
書
、

7
.
天
正
十
五
年

の

「
奥
州
秋
田
城
主
安
東
藤
太
郎
愛
季
」

の
位
牌
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
泉

州
久
米
田
寺
隆
池
院
の
由
緒
書
、

8
.
『
華
頂
要
略
』
所
収
文
書
六
点
で
あ
る
。

3
の
一
つ
『
瑞
祇
経
口
伝
』
の

応
安
五
年
八
月
廿
八
日
、
於
奥
州
津
軽
中
里
寺

談
義
所
書
之
畢
、
」
と
い
う
奥
書
、

6 
の

応
安
四
年
三
月
十
九
日
」
「
右
筆
奥
州
津

軽
末
十
三
湊
住
呂
仏
子
快
融
」
と
い
う
奥
書
が
近
年
の
新
知
識
で
、
本
書
の
目
玉
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た

5
の
若
狭
小
浜
の
本
境
寺
文
書
は
、
直
接
、
安
藤
氏
に
関
係
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
港
町
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
を
示
す
興
味
ふ
か
い
史
料
で
あ

る
次
の
第
三
章
は

「
安
藤
(
安
東
)
・
秋
田
氏
関
係
書
上
・
由
緒
書
」
と
題
さ
れ
、

1 

「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
所
収
秋
田
家
系
図
、

2
.
コ
一
春
藩
秋
田
家
世
臣
譜
、

3 

秋
田
実
季
公
御
一
代
記
、

4
.

秋
田
実
季
・
最
上
義
光
対
決
之
次
第
の
四
点
か
ら
な

る

は
、
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
橋
元
家
文
書
中
の
も
の
で
、

3 

4 

こ
れ
ま
で
秋
田
家
文
書
中
の

「
湊
櫓
山
両
家
合
戦
覚
書
」

「
秋
田
最
上
両
家
合
戦
覚

書
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
記
録
の
異
本
で
、

か
つ
そ
れ
よ
り
も
良
質
の
写
本
と

判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
記
録
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
解
題
に

や
や
詳
細
な
考
証
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
に
こ
の
異
本
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
何
が
明
ら
か
に
な
る
か
は
、
今
後
の
楽
し
み
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
で
あ
ろ
う
。

- 68 -

2
の
世
臣
譜
に
は
三
一
家
の
家
譜
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
薦
士
秋
田
氏

が
潮
潟
安
東
氏
か
ら
の
系
譜
を
伝
え
る
が
、
他
に
は
秋
田
以
前
の
系
譜
を
伝
え
る
も

の
は
な
い
。
家
臣
に
と
っ
て
は
現
在
の
主
人
と
の
主
従
関
係
が
重
要
な
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
以
前
に
遡
っ
て
家
の
歴
史
を
詮
索
す
る
必
要
は
あ
ま
り
な
い
。

し
か
し
こ

れ
は
後
出
の
津
軽
藩
家
臣
の

由
緒
書
上
」
が
し
ば
し
ば
糠
部
時
代
に
遡
る
の
と
対

照
的
で
あ
る
。
秋
田
氏
と
津
軽
氏
の
生
い
立
ち
の
違
い
が
そ
こ
に
も
隠
さ
れ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

第
皿
部
は
津
軽
氏
・
浪
岡
北
畠
氏
関
係
資
料
で
あ
る
。

そ
の
一
、

は
津
軽
氏
関
係

資
料
で

1
.
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
津
軽
家
文
書
、

2
.
早
稲
田
大
学
図
書
館

所
蔵
文
書
、

4
.

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写

3
.

弘
前
市
立
博
物
館
所
蔵
文
書
、

本
「
津
軽
文
書
」
、

5
.
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
所
収
津
軽
家
系
図
が
、

そ
の
内
容
で

あ
る
。

い
ず
れ
も
そ
の
す
べ
て
を
掲
載
す
る
も
の
で
は
な
く
、
戦
国
時
代
以
来
の
津



軽
氏
の
系
譜
に
関
す
る
史
料
の
抄
録
で
あ
る
。

1
.

で
は
永
享
六
年
(
一
四
三
四
)
と
宝
徳
三
年
(
一
四
五
一
)

の
後
花
園
天
皇

ロ
ウ
旦
案
、

2
で
は
永
享
元
年
な
い
し
七
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
古
河
公
方
足
利
高

基
書
状
が
、

そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
と
こ
ろ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
従

来
、
津
軽
家
の
先
祖
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
う
で
は
な
く
、

津
軽
家
の
系
譜
に
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
文
書
で
、
前
者
に
つ
い
て
は
文
書
そ
れ

自
体
に
も
疑
問
が
あ
る
こ
と
が
、
解
題
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
通
り
か

と
思
う
が
、

そ
れ
は
文
書
の
収
録
自
体
を
疑
問
視
さ
せ
る
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

る。
秋
田
氏
の
場
合
も
津
軽
氏
の
場
合
も
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
家
伝
の
文
書
を
ほ
と

ん
ど
所
有
し
て
い
な
い
。
多
く
の
文
書
を
伝
来
し
て
い
る
南
部
氏
の
場
合
と
は
大
き

く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
津
軽
氏
や
安
藤
氏
の
歴
史
は
そ
の
事
実
か
ら
出
発
し
て
、

復
元
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
補
う
も
の
の
一
つ
が
、

一
一
の
津
軽
氏
関
係
書
上
・
由
緒
書
で
、
こ
こ
に
は

阿
部
勇
蔵
家
由
緒
書
ほ
か
四
点
の
由
緒
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

1 

の
津
軽
家

文
書
の
中
に
も
、
こ
れ
ら
の
書
上
を
も
と
に
弘
前
藩
に
お
い
て
文
化
三
年
(
一
八

O

ハ
)
に
作
成
さ
れ
た
家
臣
・
町
人
・
職
人
な
ど
の

由
緒
書
抜
」
が
あ
る
。

そ
の

「
職
人
井
町
人
由
緒
書
抜
」

の
中
に
は
、

も
と
讃
岐
高
松
の
も
の
で
、
「
十
二
一
湊
江

年
々
商
船
乗
廻
、
」
渡
世
し
て
い
た
が
、

天
正
十
三
年
に
呼
び
出
さ
れ
て
仕
え
た
と

い
う
も
の
、
「
掻
州
兵
庫
之
浦
出
生
之
者
」
「
越
後
よ
り
天
正
・
文
禄
之
頃
、

お
国
表

江
年
々
茶
商
売
ニ
て
罷
下
」

っ
て
い
た
と
い
う
者
な
ど
が
い
て
、
興
味
深
い
。

二
に
は
こ
の
他
に
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
)
に
高
屋
浄
久
が
記
し
た
津
軽
為
信
一

代
記
と
も
い
う
べ
き
「
東
日
流
記
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
御
代
々
之
義
承
覚
候

趣
、
可
申
上
候
旨
、
被

仰
付
候
ニ
付
、
則
一
冊
書
記
、
奉
差
上
候
」
と
い
う
奥
書

を
も
っ
書
物
で
、
津
軽
為
信
没
後
半
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。

次
の
三
は
浪
岡
北
畠
氏
関
係
資
料
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
数
少
な
い
関
係
史
料
の

中
か
ら
、
「
記
録
編
」
「
諸
家
文
書
編
」
収
録
予
定
の

「
永
禄
日
記
」
「
浪
岡
御
所
天

文
記
」
や
「
言
継
卿
記
」
「
歴
名
土
代
」
な
ど
の
中
央
の
記
録
に
散
見
す
る
記
事
を

除
く
と
、

の
こ
る
史
料
は
ま
こ
と
に
家
々
た
る
も
の
で
、
ゼ
ロ
に
等
し
い
。

一
項
を

立
て
る
こ
と
自
体
が
苦
心
の
産
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。

以
上
が
第
E
部
で
あ
る
が
、

そ
し
て
最
後
の
第
W
部
は
北
奥
関
係
寺

そ
の
後
の
、

社
所
蔵
資
料
で
あ
る
。
熊
野
那
智
大
社
所
蔵
の
先
達
・
檀
那
に
関
す
る
売
券
な
ど
の

文
書
と
、
藤
沢
の
清
浄
光
寺
所
蔵
の
い
わ
ゆ
る
「
往
古
の
過
去
帳
」
が
そ
の
内
容
で

あ
る
。
題
名
は
「
熊
野
那
智
大
社
・
藤
沢
清
浄
光
寺
所
蔵
北
奥
関
係
史
料
」
と
で
も
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い
う
の
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

「
往
古
の
過
去
帳
」
に
関
し
て
は
、
本
書
は
北

奥
羽
関
係
者
の
記
載
が
あ
る
箇
所
は
、

そ
の
遊
行
上
人
の
一
代
す
べ
て
を
、
省
略
せ

ず
に
採
録
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
北
奥
羽
関
係
者
の
記
事
は
そ
の
中
の

ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

省
略
な
し
の
収
録
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
解
題
に
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
全
文
翻
刻
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
あ

り
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
大
橋
俊
雄
氏
や
橘
俊
道
氏
の
校
訂
本

は
簡
単
に
は
入
手
で
き
な
い
し

そ
の
上
、
本
書
で
は
大
橋
本
の

「
誤
読

を
か
な

り
の
箇
所
で
訂
正
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
三
寮
」
と
あ
っ
た

も
の
は
「
一
二
部

の
誤
り
で

の
こ
と
だ
と
い
う
。
だ
が

そ
れ
は
糠
部
の

戸

本
書
に
は
ま
だ

と
い
う
表
記
が
か
な
り
の
こ
っ
て
お
り
、
他
に
も
ご

「
三
寮
」

寮
」
「
一
一
寮
」
「
六
寮
」
「
七
中
寮

と
い
う
表
記
も
あ
る
。

「寮」

も
み
な

こ
の



「割削」

の
誤
り
で
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
一
戸
」
「
二

の
こ
と
な

ニ
ハ
一
戸
」
「
七
中
戸
」

の
だ
ろ
う
か
。

有
り
難
か
っ
た
よ
う
に

で
お
い
て
い

そ
の

最
後
に
、

巻
末
に

て
い
る
。
花
押
五
一
点
、
印

印
章

章
八
点
で
、
意
外
に
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
秋
田
家
文
書
中
の
蒐
集
文
書

を
除
外
す
る
な
ど
の

結
果
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
ひ
と
わ
た
り
本
書
を
過
賞
し
て
み
て
、

つ
い
た
点
を
い
く
つ

以
下

に
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
本
番
の
特
徹
だ
が
、
そ
の
一
つ
は
、

，点

点
の
史
料
に
つ
い
て
の
解
説
が

γ
棋
な

ろ
う
。
文
書
に
つ
い
て
パ
う
と
、
本

文
の
後
に
、
[
本
紙
〕
と
し
て
料
紙
の
寸
法

-
紙
質
、
花
押
の
大
き
さ
、
本

文
と
の
筆
跡
・
墨
色
の
ち
が
い
な
ど
の
書
誌
的
な
情
報
を
記
し

つ
ぎ
に
〔
註
〕
と

し
て
、
文
書
中
の

に
つ
い
て
の
解
説
を
す
る
。
行
き
届
い

く
し
て
は
帯
け
な
い
2

と
こ
ろ
で
あ
り

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
上
で
、
史
料
群
ご
と
の
解
題
が

1
1
W
の
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
に

ま
と
め
て
置
か
れ
る
。
こ
れ
は
ど
れ
も
長
文
で
、
第
一
部
の
秋
田
家
史
料
の
場
合
は

二
段
組
み
で
六
頁

一
巻
の
大
般
若
経
奥
書
だ
け
の
浄
福
寺
文
書
に
つ
い
て

も
一
演
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
、
解
題
は
書
時
的
な
解
説

こ
h

え

て
、
本
来
、
浦
史
の
犠
域
に
賭
す
る
は
ず
の
、
当
棋
史
料
か
ら
読
み
敢
れ
る
歴
史
事

実
の
評
価
や
、
当
該
史
料
を
選
択
し
た
繍
者
の

い
の
独
自
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
に
な

る
。
史
料
集
の
編
纂
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
え
て
、
善
悪
は
、
え
な
い

が
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
の
崇
史
・
市
町
村
史
の
資
料
編
の
な
か
で
は
、

ま
れ
に
見
る

鏡
舌
な
史
料
集
に
は
ち
が
い
な
い
。
費
川
口
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

用
字
の
選
択
も
本
番
は
独
特
で
あ
る
。
鴻
常
は
史
料
の
本
文
は
正
字
ま
た
は
常
用

漢
字
で
統
一
し
、
特
殊
な
異
捧
字
な
ど
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
よ
ら
な
い
、
と
い

の
が
普
通
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
も
近
年
で
は
常
用
漢
字
で
続

一
と
い
う
の
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
本
書
は

つ
い
て
は
原
本
を
尊
重
し

*
直
宇
や
異
体
字

古
宇
・
別
体

が
混
夜
す
る
場
合

で
も
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
分
か
り
に
く
い

通
用
の
字
体
す
な
わ
ち
常
用
漢
字
だ
が
、
原
本
が
正
字
や
異
体
字
を
用
い
て
い
る
笛

の
ま
ま
正
字
や
異
枠
字
を
剤
い
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
か
、

正
字
が

が
異
体
字
は
そ
の

い
う
こ
と
な
の

し
な
、
。

そ
こ
で
写
真
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
、
本
番
の
本
文
の

べ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
正
字
あ
る
い
は
常
用
横
山
子
と
ハ
う
原
則
を
立
て
な
い
、
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

し
て
口
絵
に
写
真
が
あ
る
(
天
正
十
年
)
九
月
廿

日
、
羽
柴
秀
吉
書
状
で
み
る
と
、

正
字
と
常
用
漢
字
の

に
書
き
分
け
ら
れ
て
い

る
漢
{
や
が
あ
る
。
「
閥
」
と

「
成
い
と

が
そ
れ
で
あ
る
。
盟
は

で
は
惜
の
行
常
一
岡
体

れ
て
い
る
と
こ
ろ

〈
略
字
〉

れ
て

λ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
草
書
体
を
常
用
漢
字
の

の
で
あ
る

「
麗
」
も
原
本
で

の
行
書
体
。
「
処
」

iま

で
も
そ
の
ま
ま

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
略
字
で
あ
る
。
そ
れ
を
本
書
で
は
「
慮
」
「
処

と

し

て
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
本
の
表
記
を
尊
重
し
て
、

で
き
る
だ
け
そ
れ
に
近

の
漢
字
を
正
字
と
常
用
撰
宇
の
中
か
ら
擢
ん
で
表
記
す
る
、
と
い
う
の

い
う
こ
と
に
な
る
。

正
字
で
統
一
す
る
表
記
訟
を
正
宇
中
山
義
と
い
っ
た

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
本
書
の
表
記
法
を
い
え
ば
、

原
本
主
義
と
で

も
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。



例
に
あ
げ
た
羽
柴
秀
吉
書
状
は
こ
の
原
則
に
忠
実
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

同
じ
文
字
を
両
様
に
表
記
す
る
の
だ
か
ら
、
校
正
は
た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
と
思
う
。

だ
が
そ
れ
で
文
書
の
字
体
に
忠
実
な
本
文
が
出
来
る
か
と
い
え
ば
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

中
世
文
書
の
字
体
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

そ
れ
を
正
字
か
常
用
漢
字
の
ど
ち
ら
か
で

そ
の
ま
ま
に
表
記
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
候
」

は
単
な
る
点
や
略
字
で
書
く
場

合
も
「
候
」
と
書
く
場
合
も
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
正
字
で
も
「
候
」

は
「
候
」

。コ

一
宇
し
か
な
い
。

ま
た

は
、
右
の
羽
柴
秀
吉
書
状
で
は
み
な
三
画
の
新
字
体
で
表
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
場
合
の

は
本
文
が
略
字
で
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
新
字
体
に
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

「
為
」
も
略
字
は

ゐ

で
、
こ
の
羽
柴
秀
吉
書
状
で
も

し
か
し

原
本
は
「
ゐ
」
だ
が
、
活
字
で
は
「
矯
」

と
正
字
で
表
記
し
て
い
る
。
略
字
が
す
べ

て
新
字
体
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
他
で
は
新
字
体
の

「
為
」
を
用
い
て
い
る
と

ろ
も
あ
る
か
ら
、
統
一
も
し
て
い
な
い
。

そ
れ
に

こ
の
表
記
法
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
宛
所
の

「
様
」
「
様
」
「
模
」

の
字
体
の
選
択
に
意
味
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
い
わ
れ

て
き
た
こ
と
で
、
本
書
の
表
記
法
が
無
意
味
だ
と
は
思
わ
な
い

(
様
に
つ
い
て
は
本

書
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
よ
う
だ
が
)
。

し
か
し
こ
の
羽
柴
秀
吉
書
状
で
は
、
東
国

は
「
東
園
」
と
も
「
東
国
」
と
も
書
か
れ
て
い
て
、
こ
の
場
合
は
東
国
、
東
園
の
書

き
分
け
に
あ
ま
り
意
味
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

飛
躍
す
る
よ
う
だ
が
、
現
代
の
活
字
を
用
い
て
中
世
文
書
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
表

記
す
る
と
い
う
の
は
、

そ
も
そ
も
無
理
な
こ
と
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

現
今
の
印
刷
事
情
で
は
、

正
字
を
原
則
と
す
る
と
い
う
の
も
難
し
い
。
筆
者
は
今

の
時
点
で
は
、
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
、
常
用
漢
字
に
な
い
文
字
は
正
字
、
特
殊
な

異
体
字
な
ど
は
そ
の
ま
ま
、
あ
と
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
写
真
を
掲
載
す
る
、

と
し、

う
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
原
本
の
姿
や
文
字
な
ど
の
細
か
い
と

こ
ろ
は
写
真
で
確
か
め
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
本
書
が
た
い
へ
ん

行
き
届
い
た
原
本
調
査
の
上
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
書
き
込
ま
れ
た

詳
細
な
書
誌
情
報
に
よ
っ
て
も
分
か
る
。
そ
の
労
を
多
と
し
た
い
が
、

そ
の
際
、

可

能
な
限
り
写
真
撮
影
も
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
細
か
い
点
は
写
真
に
譲
る
と
い

う
選
択
も
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
些
末
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
本
書
は
「
資
料
」
と
「
史
料
」

の
文
字
を
ど

の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
第

I
部
は

東
北
大
学
附
属
図

書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
」
だ
が
、

そ
の
あ
と
の
第

E
部
か
ら
第
W
部
ま
で
の
標
題
は
、

ど
れ
も
何
々
関
係
資
料
、
何
々
所
蔵
資
料
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
内
容
は
ど
れ
も
古
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文
書
と
系
図
を
ふ
く
む
記
録
か
ら
な
っ
て
い
て
、
第

I
部
と
違
い
が
あ
る
よ
う
に
は

み
え
な
い
。
も
と
も
と
歴
史
の
素
材
と
し
て
の
史
料
は
史
料
の
文
字
を
使
っ
て
い
て
、

「
大
日
本
史
料
」
な
ど
は
、

そ
の
名
の
も
と
で
金
石
文
な
ど
も
ふ
く
め
て
編
纂
し
て

い
る
。

し
か
し
近
年
は
考
古
学
の
発
達
の
中
で
遺
跡
・
遺
物
な
ど
の
占
め
る
位
置
が

大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
記
録
の
意
味
を
も
っ
史
を
さ
け
て
、
資
の
字
を
用

い
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
本
書
そ
の
も
の
の
表
題
が

資
料

車肩

中
世
2
」

で
あ
る
の
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

し
か
し
本
書
は
文

字
史
料
だ
け
な
の
だ
か
ら
、
内
わ
け
の
表
題
は
「
史
料
」
と
い
う
日
本
史
研
究
が
こ

れ
ま
で
使
っ
て
い
た
表
記
で
統
一
し
て
も
い
い
、

い
や
、

そ
う
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
、
わ
た
し
な
ど
の
老
人
は
考
え
る
の
だ
が
、
知
何
で
あ
ろ
う
か
。

ど
う
も
些
末
な
こ
と
ば
か
り
で
、
書
評
と
は
と
て
も
い
え
な
い
代
物
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
文
字
の
読
み
誤
り
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
点
検
は
し
て
み
た
が
、

と
て



も
全
頁
の
点
検
は
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
文
字
通

り
の
暇
藩
一
で
あ
る
。
縁
者
の
皆
さ
ん
が
本
撃
の
た
め
に
払
わ
れ
た
ご
苦
労
誌
大
変
な

も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
あ
つ
く
謝
意
を
表
し
、

の
こ
り
ニ
櫛
の
中
世
資
料
織
の
刊
行

が
惑
な
く
進
行
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
制
約
わ
る
こ
と
に
し
た
い
α

〔
連
記
〕
説
稿
後
、

石
酪
英
洋
氏
「
史
料
集
と
字
体
」
(
『
古
文
書
研
究
h

六
三
号
、

二
O
O七
年
六
足
)
を
拝
見
し
た
。
本
穣
で
用
字
の
選
択
仁
つ
い
て
の
べ
た
と
こ

ろ
と
か
か
わ
り
の
あ
る
意
見
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
参
黒
さ
れ
た
い
。
こ
れ
を
機

に
中
世
史
料
集
編
纂
に
お
け
る
用
字
選
択
に
つ
い
て
の
犠
論
が
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

A 

七
七

O
貰
、
普
ム
森
県
、
二

O
O
五
年
三
月
、
笹
格
五
八
八

O
円〉

(
お
お
い
し
・
な
お
ま
さ

東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
)
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